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糖鎖合成 におけ る従来法 よ り効果的 な新規 ブ ロック合成法の確立 のため､近年酵素合成可能 とな った二糖 くN-アセチル ラク トサ ミン､

キ トビオー ス)を用 いて､ア ノマ_一位の活性化 および部分 保護 について検討 を行 った結果 ､グ リコシ ド化反応 にお いて ビ l)ジニ ウム -

p- トルエ ンスル ホナー ト (PPTS)が 21ア ミノ糖 で一般 に用 い られ る酸触媒 よ りも効果 的で あ ることが判 明 した｡

1.近年 ､複合 糖質 の有 す る生 化学 的役割 や生理活性 が次 々と明 らかにな

るとともに､糖鎖合成 の研究 も活発 に行われて いる｡ しか しなが ら､従来 の

糖鎖合成法 は､単糖 を段階的に伸長 す るもので､グ リコシ ド化反応 に おいて

収率 お よび立体制 御 の面 で問題 が あ り､糖鎖 の生理機能解 明の ための効率 的

合成法 とは言 いが た い｡ そ こで､ これ らの問題 の大幅 な改善 が期待 で きるブ

ロック合成 法の確立 のため､近年 酵素合成可能 とな っ

た二糖 (N -アセチル ラク トサ ミン く⊥ ) ､キ トビオ

ー ス (呈 )) を用 いて､ ア ノマ ー位 の活性 化お よび部
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2､3.ア ノマー位 の活性化法 と しては い くつか知 られ ているが､本研究

では 2-ア ミノ糖 にお いて多用 され るオ キサゾ リン法 を用 い ることと した｡

し 主を完全 アセチル 化後 ､ トリプルオ t=メ タンスル ホン酸 トリメチル シ リ

ル で処理 し､オ キサゾ リン誘導体 (A )､ (旦)を収率 良 く得 た｡得 られ た

生､且 の供与体 と しての反応性 を調 べ るため･種 々の酸触媒 ､ アル コール を
用 いてグ リコシ ド化反応 の検討 を行 った (Tab一e)｡ その結果 ､触媒 と して

PPTSが効果 的で あ ることが判 明 した｡

また､ 土の 2'位 ､2の 4',6位 の選択 的保護 につ いて も検討 を行 い､===

知見 が得 られたので合わ せて報告 す る｡
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